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《研究ノ ー ト》

戦後日本教育に

　　　　　1960年 〜 70年の 著書にあるJ．・S．Brunerの思想

おけるJ．S．　Brunerの受容に関する研究

今 井 康 晴
1

甲 斐 規 雄
2

はじめ に

　私は修士論文に お い て 、 戦後文教政策の

中か ら現 代 に お い て 未 だ に 混迷 を極 め る

「学力」を読 み取 っ て い っ た。 そ こ で 、 「学

力」が様々 な要因に よ っ て 規定さ れ る た め
、

歴史 的 ・ 社会的存在 として常 に変化す る概

念 で あ る と理 解 し、 認識 した 。

　また 、 各時代に あ る 「学習指導要領」 の

教育内容が示す よ うに、「学力」 が具体的

な力と抽象的な力の 狭間に よ っ て 論争され

て きた 。 特に 1960年代〜70年代 に か けて 、

子 どもの 生活を重視する経験主義教育か ら、

経済 ・社会 ・科学を中心 と した系統主義教

育へ と変遷 を遂げ 、 「学力」 も触 発 され る

よ うに 内的な発想 として の観点か ら、 科学 ・

技術 と い っ た系統的な知識へ と変貌 して い っ

た。

　時を同 じく して 、 教育内容の転換が 日本

だ けで な くア メ リカ に おい て も行わ れ て い

た。 そ こ で 本研究で は 、 教育転換期で あ っ

た 60年代〜70年代 に お い て 、日米を通 じ教

育改革の 旗手 と して挙 げ られたJ．S．Bruner

（Jerome 　 Seymour 　 Bruner ： 1914一以 下

Bruner）の 思 想 の 日本 に お ける受容 に つ

い て 、 研究を すすめ た 。

　特 に Bruner の 著作 の 主要な る訳者で あ

る佐藤三 郎、並 びに 自らが Brunerの 研究

に あ た っ た広岡亮蔵 の研究 を中心 に 日本で

の Brunerの 受容背景等 を探 る こ と と した 。

1．資料収集にあた っ て

　現在 、
Bruner本人 の 著作が 日本国内に

どの 程度存在す る か 、 NDL − OPAC を 用

い て 検索 に あた っ た 。 そ の 結果件数 は27件

で あ っ た 。 そ の 中で も60年代〜70年代を 中

心 に 、 教育学に関す る著作 と して 以下の 7

件 に 絞 り込ん だ 。

“ The　Process　of 　Educa−

tion
” 1960 （邦題 ； 教 育 の 過程） 1963、

“ Toward　 a 　 theory　 of 　 ins七ruc 七ion” 1966

（邦題 ： 教授理 論 の 建設） 同年 、

“
教育革

命
” 1967（3）

、
“
On　 Knowing −

essays 　 fQr

the　left　hand− ” 1966 （邦題 ： 直観 ・ 創

造 ・学習）1969、

“The　relevance 　 of　 edu −

cation
” 1973（邦題 ： 教育の 適切性）1973、

“
Preliminaries　to　a 　theory　of 　cultural

differences
”
1973 （邦題 ： 人間の 教育

一講

演 ・ 論文 と解説 一） 1974、 以上の 文献を中

核 に 据え 研究を進め た （O
。

　そ して 訳者で あ る佐藤三 郎 自身 の 著 作

「ブ ル ー
ナ
ー入門」 1971、 「ブ ル ー

ナ
ー理 論

と授業改造』 1975
、 ま た Bruner を 研究 し

た広岡亮蔵 の 「ブル ーナー研究」 に っ い て

も検討 し 、 当時 日本教 育 に お ける Bruner

の 意味を探 っ た 。 また、必要 に 応 じて 隣接

分野 （歴史、心理）の 資料に も注 目した 。

2．現時点におけるBruner並びにその 関係

　 　事項の理解 につ い て

　Bruner は認 知発達心 理 学 と そ れ に もと

つ く教授理論の 研究者 とい う二 つ の 研究分
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野を持 っ て い る 。

　前者 に おい て は、こ れ まで ア メ リカ の 主

流で あ っ た刺激 （stimulus ） ・反応 （re −

sponse ） とい う連合を基礎 と して い た行動

主義 （behaviorism）か ら、 そ の 刺激 と反

応 の 仲介を成す 内的な 作用 、 認 知 （ac −

knowledge）の重要性に着眼 し、実験 心理

学の 手法に よ る認知発達研究に まで 心理学

を昇華 させ て い っ た
（5〕

。

　また 1956年 出版 さ れ た
“AStudy 　 of

Thinking
”

（邦題 ：思 考 の 研 究） に よ り

「知 る」 と い う学習行為 は 、 問題解決 に 対

して の 仮説をた て 吟味 ・ 検証 を して い く情

報操作で あ り、 そ の 思 考 の 方略 （strat −

egy ）が認知研究 につ な が る もの と して 、

実証的 に 明らかに して い っ だ
6）

。

　後者 に お い て は 、 認 知心 理学で 培われ た

認知 ・発達を元 に教授論を展開 し 、 自らが

議長を務 めた ウ ッ ヅ ホール 会議や そ の報告

書 として 1960年に出版 され た
“The　 Proc−

ess 　of 　Education ”
（邦題 ： 教 育 の 過程 ）

が 日米を通 じて 評価され て い る 。

　
“The　Process　of 　Education ”

（教育 の

過程）は 、 当時の 社会 問題 とな っ た ス プー

ト ニ
ッ ク シ ョ ッ ク に 触発 さ れ た 、 「New

curricula 」
（’）

の 起点 と な る報告書 と し て

の意味を持 ち、教育 だ けで な く、ア メ リカ

で は政治 ・国防に関わ る事柄として扱 われ

て い た 。

　 また日本で は 「もはや戦後で はな い 」を

皮切 りに 、 敗戦国か ら先進国 へ と飛躍 して

い た時代で あ っ たた め 、 日本国内 における

受容 は高 く、 認知に よ る教授理論の構築と

い うよ りも、 経済の 効率 ・ 発展 を軸に 科学

の 成果に基づ い た教育内容 の 再編成に 注 目

されて い た の で あ る 。

　特 に 「教科 の構造」 とそれ に結びつ い た

「発見学習」 の 提唱が有名で ある。

3．ア メ リカにおける Brunerが受容された

　　背景

　 前述 した よ うに Bruner は 「教育 内容 の

現代化」に 貢献 した人物で あ っ たが 、 なぜ

Brunerの 「教 育 内容 の 現代 化」
（8 〕

が 支持

された の か そ の 経緯を追 う。

　 ウ ッ ヅ ホ ール 会議 に 至 るま で の ア メ リカ

は、 ソ 連 と の 冷戦状態 に あ っ た 。 第二 次世

界大戦後、 民主主義対社会主義 と い うイデ

オ ロ ギ ー闘争に は じま り、 戦勝国と して世

界の イ ニ シ ァ チ ブ をどち らが握 るか と い う

状況に 世界中が緊迫 して い た。

　そ うした 世界情勢を尻 目に 、 ア メ リ カ国

内で は軍需産業を中心 に経済成長 や科学技

術 の 開発 、 海外 へ の 多額頗 （海外の 鉱山 ・

油田 ・ 森林 ・ 農園 。 工場 ・ 発電所 ・ 造船所 ・

鉄道 な ど）に よ っ て 隆盛 を向かえ て おり 、

第二 次世界大戦後衰退 した ヨ
ー

ロ ッ パ ・興

隆 した ア メ リカ と い う明暗が は っ き り して

い た
［9）

。

　 しか し、名実 と もに世界の 覇者 とな っ た

ア メ リカ で あ っ た が 、 1957年10月 4 日 ソ 連

が人工 衛星 「ス プー ト ニ ク （ロ シ ア 語で 同

行者）」 の 打ち上 げ成功 に よ っ て 大 きな変

革を迫 られ る こ とに な っ た。 それ は人工 衛

星 の 打ち上げを成功させ た ソ 連 の ロ ケ ッ ト

技術 、 並 び に科学技術の 高 さ の 証明 と同時

に 、 今後戦後復興か ら新興をめざす ア ジァ ・

ア フ リカ などの 中立国が ソ 連 に 見習い
、 支

持す る こ とが問題で あ っ た
 

。

　 さ ら に 、 翌月 11月 3 日 に 「ス プー ト ニ ク

ニ 号」 の 打ち上げに成功 した こ とで、 ア メ

リカ は人工衛星 の 打ち上 げを成 し遂げるべ

く12月 、 人工 衛星 の 発射 を試み たが あえ な

く失敗 に終 わ っ た
（L
％ こ の 一連 の 流れ （ス

プ
ー

トニ ク シ ョ ッ ク）に よ っ て 二 っ の 変革

を迫 られ る こ と に な っ た 。

（1）人工 衛星 に よ っ て ソ 連 の 監視下に おか れ 、

　常に攻撃 の 脅威に さ らされ て い た た め 、

　国防に 関 して の 整備 を整え た こ と 。
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  そ して そ の 国防を支え る人材の 育成に 着

　手 した こ と。

　以上の 変革 は 、 民主主義を基層として 大

衆化 され た
一

般常識 を教育 内容 と し、 こ れ

まで 学習 の 動機を児童 の 興味関心 に お くア

メ リカ教育の 伝統 （進歩主義教育 ： プ ロ グ

レ ッ シ ズ ム ） を払拭す る もの で あ っ た 。

　特 に、当面緊急に 必要 と され る科学者 ・

技術者と い っ た人的な生産に留ま らず 、 ア

メ リ カ教育全体が知的生産性の な さを証明

し、進歩主義教育 とそれに基づ い た学校教

育の 体質の 改善が 叫ばれ だ
L2）

。

　そ の 具体的な例と して 1958年の 「国防教

育法」 成立 が あげ られ る 。 「国防教育法

（National　 Defense　 Education　 Act）」 の

意義は、まず ス プ ート ニ ク シ ョ ッ クを 目の

当た りに した現状を打開す べ く、 国家防衛

上必要 な人材 を確保す る た め の 措置で あ っ

た 。

　 そ して 、 国 の 防衛が複雑な科学 の 原理 や

最新技術の 習得に か か っ て い る こ とを明確

に し、理数 を中心 と した人材 の育成 に重視

する教育へ と変化 して い っ た
 

。 ま た国家

防衛と い う も の が連邦政府の 権限に 属 し国

家防衛上の 見地に よ っ て 各州の教育計画 の

振興に 関与で きる よ うに し、 連邦政府が 補

助金を支出す る こ とを明言 しだ
14）
。

　 そ の 主な要点は以下の 通 りで あ る 。

1．大学生に対す る貸付奨学金

2．初等 。中等学校 に お ける理科 。数学 ・

　 外 国語教育の 振興

3．大学院学生 に対す る給与 ・奨学金

4．中等学校生徒に 対す る給与 ・奨学金

5．外 国語教員養成計画 の 援助

6，テ レ ビ ・ ラ ジ オ等 の 利用研究 の 振興

7．特定分野 （科学技術） の 技術者養成 の

　 援助

8．科学情報局 の設置

9．州 の 教育統計調査 の 振興
 

　 こ うした 「ス プ ー トニ ク シ ョ ッ ク」か ら

「国家防衛教育法」 とい う流 れの なか で 、

1959年 マ サ チ ュ
ー

セ ッ ツ州ウ ッ ヅホ
ー

ル に

35人の 学者 を集め初等 ・ 中等教育に お ける

科学教育の 改善に 関す る会議 （ウ ッ ヅ ホ ー

ル 会 議 ） が 行 わ れ た
 

。 そ し て こ の 時

Brunerは会議 の 議長 を務め 、 そ の 会議 に

出席 した三十五 人 の 科学者 、 学者 、 教育者

の 意見 を ふ まえ 、 そ の 成果 とBruner本人

の意見をま とめ た もの が 主著
“
The　 Proc−

ess 　of 　Education
”

で あ る 。

　 こ こ で Brunerは 「一人一入 の 生 徒が 、

各自も っ とも適 した知的発達をとげるよ う

に助けて や る こ とで あ る 。 教科の 構造を強

調する よ い教育 は 、 才能に め ぐまれた生徒

よ りも、 あ ま り有能で な い 生徒 に と っ て こ

そ 価値が あ る の で は な い だ ろ うか 。 」
〔17）

と

述 べ
、 こ れ ま で の 子ど もの 自発を待つ 教育

か ら、 自発 を作 り出す教育 へ の 展開 を進 め

て い っ た
（19）

。

4．日本における Brunerの 受容された背景

　同時期 日本で は、文教政策 が変革 を迎え

て い た 。 1961年 、 「学習指導要領」 を こ れ

ま で の 「試案」か ら 「告示」と して 改訂し、

教育を国定化す る こ とで 敗戦国 日本か らの

脱却を 目指 して い た 。
こ の 頃か ら 「道徳」

を教科 として 独立 させ 、愛国心な ど の育成

を示唆す る とと もに 、 基礎学力の 徹底や科

学技術の 向上を 目指 した 教育の 充実 を掲 げ

て い た 。

　 そ の 端的な例 をあげるな らば 、 1962年池

田内閣に よ る 「経済発展 に お ける人的能力

の 開発の 課題 と対策」
 

と教育白書 「日本

の 成長 と教育」
 

の 中 に あるよ うに 、 教育

が 支え る経済 と い う位置づ けを明確 に して

い っ た こ とな どがあげ られ る 。 特 に池田内

閣組 閣以来一貫 した 「人づ くり政策」
C21］

は 、

こ の よ うな政策の 中心 に あ る科学技術教育

の 振興で ある 。

　つ まり日本 の 60年代 の 風潮 として は 、 敗

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Melsel 　unlverslty

180 明星大学研 究紀要
一
人文学部

一 Na41

戦国 。占領国 日本の 払拭の ため に教育を国

定化 し 、 質 と量 を兼ね備え た発展 を 目指す

べ く経済 ・ 産業に力を入れ、そ の 根本とな

る人間を育成す べ く科学 ・技術の 徹底をす

る よ うに な り日本の 教育 の 在 り方 と い う も

の が 、 ア メ リカ の 模倣か ら独立 した 日本 、

そ れ に伴 う経済発展や 向上 を目指すよ うに

な っ て い っ た 。

　 こ うした風潮の 中で 、『教 育 の 過程 』 が

出版され た こ とは偶然で あ るにせ よ 、 反響

は必然で あ っ た 。

　 しか し、そ の 主な特徴 が、「算数 ・数学」

「理科 ・科学」を い か に 充実さ せ るか と い

う点だ け に教育界が注 目した ためBruner ＝

「教育内容 の 現代化」 とい う偏 っ た 見解で

認識され て しま っ た 。

　以上 の よ う に高度経済成長 を向か えた教

育 の 指針 とい うもの が 「人的能力」 の 開発

に 主眼をお くも の で あ っ た 。 それ は従来 の

民主主義教育に あるすべ て の 子 ど もたちが

平等に 学び 、 資質 を高め る とい っ た こ とで

はな く、大多数の 労働者 とご く一部 の 能力

者を選別す るため の 教育に よ る差別化を図

る もの で あ っ た
（22）

。

　そ れは最小限 の 教育費用に よ っ て 最大限

の 教育効果の あが る 「人的資源」の 獲得に

他な らな い
。 よ っ て 国民 の 教育要求に そ っ

た子 ど もの 全面発達か ら、経済界の 「人的

資源」 の 要求に沿 っ て 文教政策が展開され

る よ う に な っ た 。

5．日本における Brunerの もたらした影響

　そ の 後、 発表された文教政策で は、引 き

続 い て 科学技術 の振興等が 掲げ られ 1971年

「小学校学習指導要領」で は 「教育 の 過 程』

にみ られ る思想が中心的 に扱 われて い る 。

　実際 に 1971年 「小学校学習指導要領」の

算数科教育第 4学年 に お い て は 「関数的な

関係を表 ， グラ フな どに よ っ て考察す る と

と もに ， 式 に っ い て 理 解を深 め る 。 また ，

集合 に着 目す るな どして 正 しく分類，整理

する能力をの ばす 。 」。 第 6学年に お い て は

「簡単な事が ら に っ い て ，起 こ り うる 場合

を順序よ く整理 して 調べ た り， それ に 基づ

い て事が らの 起 こ る確か らしさ（確率）を比

べ た りす る能力 を漸次 の ばす 。 」 な どが新

た に 付 け加え られ て い っ た 。

　 また前改訂にお け る理 科教育の 目標で は

「生活 に 関係 の 深 い 自然科 学的 な事実 や基

礎的原理 を理解 し，
こ れを もとに して 生活

を合理化 しよ うとす る態度 を養 う。 」 とし

た概念か ら、「自然 に親 しみ ， 自然の事物 ・

現象を観察，実験などに よ っ て ， 論理 的，

客観的に と らえ ， 自然 の 認識 を深 め る と と

もに ，科学的な能力 と態度を育 て る 。 」 と

い っ た内容の 発展が読み取れ る 。

　 こ の 点 に 関 して 、 佐藤三郎は 『ブル ー
ナ
ー

入門』 に お い て 「新 しい 小学校学習指導要

領が公示され 、 そ こ で た とえ ば 「数学的な

概念や関数 の 表現に必要な用語 、 記号に っ

い て は 、 児童の 理解 で きる範囲で そ の 指導

を早め る』 とい っ て い る。
こ れ は 、 明 らか

に教育内容 の 現代化に通 じ、 ブル ーナ ーの

教授理 論 の 反映と考え られ る 。 」
〈23）

と述 べ 、

Brunerの 教 育思想 の 影響 の 強 さ を物語 っ

て い る 。

　 「教育 内容の現代化」は現代の 科学の 成

果に基づ い た教育内容 の 再編 成を主 眼 に お

い て い るため、算数 ・ 理科を中心 とした改訂

は、Bruner を中心 と した 「New 　 curricula 」

の 模倣で あ っ た とい え る 。

　 つ ま り、 Brunerは ア メ リカ で は冷戦 か

ら ス プー ト ニ ク シ ョ ッ ク ま で の
一
連 の な が

れに よ っ て 求め られた国家防衛上 の 教育に

お け る ニ
ーズ に 応え た こ と に対 して ア メ リ

カ 国内で は 評価され 、 日本で は高度経済成

長上 の教育 （教育内容の 現代化）の ニ
ーズ

に Bruner は応 え 、 高度経済 成長 を Bruner

の 教育論に 求め た 。 そ れ はBruner の 「数

学」「物理」「生物」など の 科学的な教科に

関す る 「構造性」
（24）

と い う理 論が 、 日本 の

経済成長 に対 して 意義 の ある概念 として 受
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け入れ られ た か らで はな い だ ろうか 。

　 だが 、 Brunerは 日本で 言 われて い る よ

うな 「教育内容の 現代化」で はけ っ して な

か っ た。

　 「な にを 、 い っ 、 ど の よ うに教 えた らよ

いか 。 い ま行われて い る教育課程編成の 仕

事をさ らに 推進する に は ど の よ うな調査や

研究が必要で あるの か。 数学で あれ 、 歴史

で あれ 、 そ の 教科の 構造 を強調す る こ と一

っ ま り、 で き る だ け迅速 に
、 ある一

つ の 学問

をもっ て い る基本的観念 に っ い て の 感覚を

生徒 に 与え よ うと い うしか た で 、 そ れを強

調する こ と一に は どん な意 味が あ る の か と

い うこ とで ある。」
（25）

とあ るよ うに Brunerの

思想と い うもの が単 に社会 の 向上 に寄与す

るためだ けの教授や教育方法で はなく、 「算

数 ・数学」「理 科 ・科学」 の 基本 的 な構造

の 理 解を引き出す方法に あ っ た
。

　 「教科 の構造 を強調す るよ い 教育は 、 才

能に め ぐまれ た生徒よ りも、 あまり有能で

な い 生徒 に とっ て こ そ価値が あ る の で は な

い だ ろ うか 。 下手 な教育 を うけて 、い とも

あ っ さ りと軌道か ら放 り出され て しま うの

は前者で は な く後者で あ るか らで あ る 。

（中略）す べ て の 生徒が そ の 知的諸能力を

十分に 活用する よ うに 助け て や るな らば 、

科学技術の 上で も 、 社会的に もお そ らく複

雑化 して ゆ く時代 の な か で 、 民主主義 とし

て生 きつ づ ける さらに よ い機会を、わ れわ

れは もつ こ とになる で あろ う。」
 

　 こ の よ う に 、 Brunerの 思想 は高度 な 科

学技術の詰め込み に よ る教育 で はな く、上

述 した よ うな子 どもの 発達 ・段階にそ っ た

「教材 （subject　matter ）」を提示 し 、 教科

の 「構造」 に よ る教授法を実践す る こ と に

あ っ た 。

　 しか し、結果 として 1961〜69年に か け て

文部省学力テ ス ト、 1963〜69年の 能力開発

研究所学力 テ ス トな ど に よ っ て 能力主義的

差別 が深刻化 して い っ た 。 そ して テ ス ト ・

受験等の 結果に よ っ て 人間の能力が評価 さ

れ る教育が 日常化 して い っ た 。

　以上 の よ うに 1960〜70年代 に み られ る

Brunerの 思 想 は 、 1968年 の 「学習 指導要

領」に反映されて い る い わ ゆ る無作為に子

ど もの 発達 を目指す経験主義か ら学校を母

体と した教育 の発展 、 そ の 教材 とな る もの

は 「数学」、 「科学」 とい っ た現代社会に 対

す る高度な教育内容を子どもの 自発性に則 っ

た教授 を目指す もの で あ っ た。 よ っ て 、 日

本で 形容され た 「教育内容 の 現代化」 と し

て の Brunerは 、 表面上 の 高度 な教 育内容

とい っ た観点の みが 日本の 教育に受け入 れ

られ た の で はな い だ ろ うか 。

おわりに

　本研究で は 、 Bruner の 根本 とな る思 想

と 、 そ の受容 に い た るま で の 背景に 関 して

述 べ た 。 基礎資料 も日本 。ア メ リカ の 社会

史 、 経済史、 教育史等が中心 とな っ て しま っ

たた め
、 そ の 結論 も日本戦後教育史の なか

で の 高度経済成長期に お け る教育者 の
一

人

とい う結論にな っ て しま っ た 。 今後の 研究

課題 と し て は 、 Bruner の 著作 や Bruner に

関する研究論文 を中心 に各分野に お け る詳

細な分析をすす め て い きた い と考え て い る。

　 また Brunerと い う人物 の 多彩 な る才能

が示す よ うに 、 そ の 教授法 の 土台とな っ た

学習心理 学や認 知 と い う観点に っ い て も研

究を進め 、 教育心理 ・ 教育学 ・ 教育方法学 ・

カ リキ ＝ ラ ム と の比較等 もすすめ て い きた

い o

　本文 で も述 べ た よ う に 、 Brunerは 高度

経済成長時期 の 「教育内容 の現代化」を推

進 した こ と に の み 脚光 を浴びた教育者と と

らわれが ちで あるが 、 私は回顧の 意味を持

ち研究に 臨ん だ わ けで は な い 。 温故知新で

は な い が 、 そ の 思想な りが未だ混迷 して い

る現代教育に対 して
一

石を投 じる の で はな

い か と考え るか らで ある 。

　当時の 経済成長 に応 え る教育 と現代 の 不

況 に立 ち向か う教育 とそ の背景こ そ違えど、
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根本 に あ る の は子ど もの 発達 ・ 発想 と い う

もの を ど の よ うに引き出し、 社会をよ りよ

くして い くか とい うこ とで はな い だ ろ うか 。

こ の 子ど もの 教育と社会ある い は経済を考

えた場 合 に 、 Brunerの 子 ど もの 内的発想

とそ れ に基 づ く高度 な教育 内容 の 基 本 を

「構造」的に教授する方法が 、
こ れか らの

教育 に望 まれ る気が して な らな い 。

　歴史に み る単純な理 解だ けで は Bruner

は 「教育内容の 現代化」だ けで 終わ っ て し

ま う。 そ うな らな い ため に も研究分野の 枠

を超 えた思想の 研究を遂行 した い と考え て

い る 。 歴史 の 遺産か ら現代 へ の 導入と い っ

た観点 を胸 にお き、 こ れか らもBruner 研

究 に臨ん で い きた い と考え る 。

注記

〔31尚、 こ の 文献 に い た っ て は J．S．Bruner 本

　人 の 論文及 び 文献 を、訳者佐藤 三 郎 が 引用

　 し訳 し た論文集で あ る た め 英題 は つ い て い

　ない 。

（4）尚、分類 に あた っ て は十進分類法を扱 い 主

　 に 、371 （教育 ・教育思想）、 37L4 （学習

　心理）、 375 （学習指導法 ・教育課程 ・各課

　教育）、370．4 （教授法）を中心に資料 を収

　集 した 。

  J．S．ブ ル
ー

ナ
ー

著　鈴木祥蔵　佐藤三 郎訳

　『教育の 過程』　 岩 波 書店　 1965　 p．122−

　 124

〔6）同前書　p ．126

（7）1960年代 を 中心に して 世界各国に お い て 展

　開 された カ リキ ュ ラ ム 革新の動向を さ す 。

　それ まで の 経験主義的な発想か ら、 現代の

　科学 ・技術 の 急速 な進歩 に 対応する た めに 、

　そ の 成果に 基 づ い た教育内容の 再編成を行

　 うこ と。

18に の 言葉を は じめ に つ くりだ した の は数学

　教育協議会 で あ る 。 当時、遠山啓 は 「教育

　内容 の 現代化」 を科学技術 の 高度 の 発展 が

　予想さ れ る 二十世紀後半 の 時代 に 生 きる 子

　どもた ち に ふ さわ しい 数学教育に つ くりか

　え る こ とで 、 そ の 内容 は現代数学 の 成果 と

　方法を積極的に とりい れ る こ とを 目的と し

　 て い た 。

（9冲 屋健一一　 「新 ア メ リ カ史』　 三 省堂

　 1985　p ．196−198

（10）原 田勝正 　 r昭和 LU相史』　 小学館　1989

　　p．211− 212
｛1”同前書　p212 −213
働前掲書 「教育の 過程』p．130−131
a3）田浦武雄編　　「ア メ リカ教育の文化的構造』

　　名古屋大学出版　1994p ．94

（14）金子忠史 ・宮本繁雄著 「増補版各年史／ア

　 メ リカ　 戦後教育の 展開』　 エ ム テ ィ 出版

　　1995　p ．8
  同前書　p．8−9
  前掲書　　「ア メ リ カ教育 の 文化的構 造』

　P．96
（17）前掲書 『教育 の 過程』　 p，12

  同前書　p．6−7

  経済発展 に おける人的能力 の 開発 の 課題 と

　対策 に よ り全国 の 商業 ・工 業と い っ た生産

　業 に 直接か か わ る高等学校が 新設 さ れ た 。

　 こ れ らの 多 くは 、 工業 、 商業 、 農 ・園芸の

　み の 単課程 の 独立校で 、こ れ まで の 高等教

　育 の もっ 「総合制」はくずれ、普 ・職が は っ

　 きりと分離され る シ ス テ ム が確率された。

  当時 の 経済 ・産業 の 発 展 を 支 え て き た もの

　 は教育 で あ る と した 上 で 、 ヨ ー
ロ ッ

パ の 近

　代教育制度、ア メ リカ の 教育制度や門戸の

　量的 ・質的な普及 と解放、ソ 連 に お け る経

　済 の 要求 を直接反映 した教育発展 、な ど の

　考察 や戦前 と戦後 に よ る学校制度 の 比較と

　成果 、 結果、重化学工 業 の 発展 に よ る国民

　 の 所得 の 倍増 など
一

連 の デ
ー

タ を元 に 経済

　の成長 と各段階の 教育 の 間に は 、 全体的 に

　深 い 関連 の あ る こ と を主張 して い る。

  昭和37年5月25日東京日 比谷公 会 堂 で の 演

　説に お い て、義務教育 の 振興、科学技術 の

　 発展 に 寄与す る と共 に 人造 りの 根本 に 義務

　 教育段 階 に おける教員 の 資質 の 向上等 を掲

　 げた 。

幽金原左門 ・竹前栄治編　 「昭和史 増補版』

　　有斐閣　1989p ．361−362
  佐藤三 郎編著　 「ブル ーナ ー入門』　 明治

　図書新書　1971

  こ れ まで の 事実知識な ど の 累積を網羅的に

　理解 して い く態度か ら 、 本質的な知識 の 仕

　組 み （構造）を 理 解す る こ とで あ る 。 特 に

　生物学 、 数学、言語 の 学習の 場面等 に 効果

　 を発揮する 。

  前掲書　　『教育の 過程』　 p ．3

  同前書　p，12
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